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天神祭は、学問の神様、菅原道真公をお祀りする大阪天満宮のお祭りである。ご鎮座の翌々年の天暦５年（９５１）社頭の浜から神鉾を流し、流れ着いた場所に斎場を設けてみそぎを行った際、領民や、崇敬者がこぞって船を仕立てて奉迎したのがこの祭りの始まりとされている。現在では、祇園祭や神田祭（又は山王祭）と並ぶ日本三大祭に数えられ、大阪の夏を代表する祭となり、毎年、全国各地から百数十万人の見物客で賑わう。７月２４日の宵宮に厳粛な神事が行われ、いよいよ 7月２５日の本宮には午後４時陸渡御が、そして６時過ぎから、メインイベン トの船渡御が始まる。簑火が水面を照らす中、天神橋を発進した約５０隻の船は、大川の上流ヘとさかのぼる。船と出会うたびに、「大阪じめ」で威勢の良い掛け声がお祭りムードをかき立てる。さらに頭上には、５０００発もの豪華な大輪の花火が打ち上げられ、祭はクライマックスを迎える。そして、飛翔橋あたりで U ターンした船は再び天神橋で上陸し、天神祭もフィナーレを飾る宮人となる。（御鳳輦講-ごほうれんこう-パンフレットの１部参照）

火と水の祭典
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左から、藤井さん、古賀さん、秀則、小川さん、藤井さん、俊春

スケールの大きさは驚くほどで、船が出発して帰るまでの往復１０km ほどの両岸に見物客が絶え間なく、船約５０隻に乗船している観客は２０００人ほどいるだろうか。花火が上がると、橋の上を渡るＪＲの電車が乗客のために徐行運転するほど。天神祭りの大阪の夏は最高潮に盛り上がる。
船渡御で船がすれ違う時など、祭り中、あちこちで行われる大阪締め（おおさかじめ）。大阪締めは大阪を中心に行われている手締め（日本古来の風習の一つで、物事が無事に終わったことを祝い関係者が掛け声とともに打つ手拍子）で「手打ち」ともいう。「打ちましょ」でチョンチョンと２回手を打ち、「もひとつせ〜」でチョンチョン、 最後に「祝うて三度」でチョチョンがチョンと打って締める。関西では、お祭りの時以外の証券取引所や経済会合でもこの大阪締めが用いられ、浪速の商人には欠くことのできない習慣だという。

大阪じめ

左から、秀則、小川さん、喜善、藤井さん夫妻、俊春
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菅原道真公は、儒学者の家に生まれ、詩文に優れた才能を示し、文学者であり、歴史家でもあった。また一方では、政治家としても、字多天皇の信任が厚く、右大臣にまで昇進し、遣唐使の停止などの政策を行っている。道真を重用した宇多天皇は、３１才の若さで、わずか１１才の皇太子に譲位する。そこで、この幼帝醍醐天皇に、左大臣藤原時平ら藤原一門は、道真の謀反を故言し、突如として九州へ太宰権帥として左遷の宣命が下された。昌泰４年（９０１） の正月の事だった。そして２年後、延喜３年（９０３）２月２５日、菅公は５９才でこの世を去った平成１４年は、菅公が薨去されてより「１１００年」にあたり、大阪天満宮では「御神退千百年大祭」を催し、御本社の修復事業を行い、また寄進能をはじめ様々な奉祝行事が斎行された。延喜９年（９０９）、道真追放の当事者であった左大臣藤原時平が３９才で死去。その後も疫病が続き、これらは道真公の怨霊のたたりだという噂が広がった。さらに延長８年（９３０）、清涼殿に落雷し、多数の死傷者を出し、醍醐天皇は病気となり亡くなった。人々は菅原道真を神として祀り、怨霊を鎮めようと考え、大阪天満宮は、天暦３年

（９４９）村上天皇の勅願によって造られた。太陽、月、星、風、雷、山、あるいは疫病の伝染、怨霊といった人智の及ばないものを祀る民衆信仰が、天神信仰として広まった。天神社、天満宮、菅原神社、梅が枝神社などと呼ばれる菅公を祭神とする神社は全国津々浦々に約１２０００社に及び、現在では学問の神様として人々に親しまれている。（御鳳輦講-ごほうれんこう-パンフレットの１部より）

菅原道真と天神信仰

今年の夏は近年に無い３５～６度の暑い日が続き外を歩くのも息苦しさを感じるような７月２５日大阪天神祭りに全国長南会の会長長南俊春さん、長南秀則さん他会長の知り合いの方々と６名で御鳳舟に乗船、真夏の夜の祭典を満喫してきました、、、、関西では、京都の祗園祭りと並んで大阪の天神祭りは最大級の夏祭りで京都に来てから約６０年になりますが乗船して美味しいお弁当やど－ルを頂きながらの祭り見物は感動の喜びでもありました、、、百聞は一見に如かず、、とはまさに此のことか、、？ニ

日本三大祭の一つ大阪天満宮天紳祭りを見物して
京都 長南喜善

祖を祀る 天神祭の 渡御の舟

百日紅 日毎に咲きて 枝の先

この頃は いつも猛暑といふ気象

わが肩に とどまりて鳴く 油蝉

長南俊春（菅丞相の梅より）

左から、喜善、俊春、秀則
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ュースや新聞等では毎年目にする祭りではありますが（旧淀川）現在大川、天満橋下流の乗船場所から約４．５キロの上流地点まで川幅約５０メートル両岸にはびっしりと出店が並び祭り見物の人々がまさに鈴なりの状態 大川に架かる橋も 20基もあろうか、橋げたすれすれに通過する乗船、橋の上からの見物客もおしくらまんじゆうのような人々、ひと人、そして５０００発の奉納花火。なんと壮大な祭りなんだろう、、、水の都大阪に相応しい夏の祭典。上り下りの乗船約１００槽が行き交う毎に交わす大阪しめの手締めも一層まつりを盛り上げていた。こような素晴らしい祭典を毎年実行して下さる実行に携わる多くのみなさんに心から感謝の気持ちで一杯でした、、、、菅原道真公５７歳とき延喜元年９０１年太宰府への旅立、、、字多天皇の信頼も厚く右大臣として活躍も藤原時平等の嘘の告げ口により無実の罪を着せられ京の都から 太宰府とう遠い田舎の地に配流された悔しい道真公の心境を想いながら 当時 道真公も大阪天満宮 天神橋近辺の乗船の場所から太宰府にむかわれたのではないだろう

か、、？、そんな思いも馳せながら
流れゆく

われは水屑となりはてぬ

きみしがらみと

なりてとどめよ

こちふかば

におひおこせよ梅の花

あるじなしとて

春をわするな屈辱と悔しさが爆発しそうな心境も冷静に詠まれた道真公の代表作の一首なのかもしれません１１００年以上にも及び 菅原道真公を祀りご奉仕を継続しておられます大阪天満宮の宮司の皆様方にも心から感謝の御礼を申し上げます大阪の皆さん素晴しい祭りを本当にありがとうございました
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氏名 都道府県 会費 氏名 都道府県 会費長南 一男 北海道札幌市 3,000 長南 照光 茨城県 12,000長南 一男 北海道足寄町 4,000 長南 武 茨城県 2,000長南 進一 北海道 2,000 長南 清 茨城県 2,000長南 正道 北海道 4,000 長南 明夫 茨城県 2,000長南 サカエ 宮城県 3,000 長南 新一 埼玉県 4,000星川 十一 宮城県 2,000 長南 貴士 埼玉県 2,000長南 勘一 宮城県 2,000 芦原 貴美大 埼玉県 2,000長南 政直 宮城県 2,000 長南 俊春 埼玉県 22,000長南 和夫 宮城県 3,000 長南 勇 埼玉県 2,000長南 征二 宮城県 2,000 長南 邦年 埼玉県 4,000長南 愼一 宮城県 5,000 長南 亘 埼玉県 2,000長南 良彦 宮城県 2,000 長南 仁志 埼玉県 10,000長南 竹雄 宮城県 2,000 近藤 忠行 千葉県 2,000長南 俊蔵 山形県 3,000 長南 誠一 千葉県 2,000長南 正 山形県 3,000 長南 隆 千葉県 3,000長南 利幸 山形県 10,000 長南 英次郎 千葉県 5,000長南 成 山形県 5,000 長南 克夫 千葉県 2,000長南 吉美 山形県 2,000 長南 弘美 東京都 4,000長南 力 山形県 4,000 長南 義美 東京都 2,000長南 源一 山形県 2,000 斎藤 武夫 東京都 32,000長南 恵三 山形県 2,000 長南 昌幸 東京都 2,000長南 一弘 山形県 2,000 長南 充浩 東京都 2,000長南 賢一 山形県 5,000 長南 清 東京都 4,000長南 儀一 山形県 2,000 長南 恒弘 神奈川県 2,000長南 政幸 福島県 5,000 長南 誠悦 神奈川県 2,000長南 勝幸 福島県 2,000 西海 清 神奈川県 2,000長南 豊 福島県 2,000 坂上 美智代 神奈川県 5,000長南 仁 福島県 5,000 長南 守 静岡県 3,000長南 太一 福島県 5,000 白井 ヒサエ 愛知県 2,000

年会費ありがとうございました。
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長南 正巳 福島県 5,000 長南 鉱一 滋賀県 3,000長南 信夫 福島県 2,000 長南 喜善 京都府 2,000長南 幸雄 茨城県 5,000 長南 忠直 奈良県 2,000長南 秀則 茨城県 10,000 合 計 266,000

今年も夏の甲子園が熱戦のうちに終わり、大阪の桐蔭高校が優勝、秋田の金足農業高校が準優勝という結果だったが、ニュースでは、準優勝の金足農業高校のほうが、優勝高より多く取り上げられているようだ。かつて青森三沢高校が準優勝したときに似ているような気がする。関東の高校は健闘したかなという大会だった。さて、今年の甲子園球児の中に「長南選手」がいたのを気がついただろうか？横浜高

2018/02/21 俊春会長と同行し、柏の中村さん宅に伺った。会長が出版した本を見てもらったところ、大変喜んでいた。特に会長の奥様も俳句を詠んでいることに驚き、感心しているようだった。最近は目が見えにくくなり、ルーペを使いながら本を読んでいたが、お元気でお過ごしです。(秀則)
中村さん訪問

校の長南有航選手と八戸学院光星高校の長南佳洋選手だ。私の記憶では「長南選手」が出場したのは多分はじめてだと思う。この２校を応援していたが、惜しくも敗退した。２人とも３年生なので、今後はプロ野球に挑戦するか、大学野球か社会人野球の世界に入っていくのか、それとも、それ以外の道に進むのかは、これから決めるのだろうけれど、甲子園出場という誰にでも出来ない経験をしたことなので、それを生かしてすばらしい人生を歩んでほしいと思う。

夏の甲子園高校野球
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6 月 12 日（火）に長南町訪問。この日は最初に ゆやの熊野 しみず清水公園に行き、長福寿寺、野見金公園というコースにした。長福寿寺で森川町会議員とお会いして紅花の売店のテントで、ちょうど前日に地震があり、長南町が日本で一番大きなゆれだったといったニュースのことなど話題になった。
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野見金公園は以前より紫陽花が増えているようで、見事に公園一帯を彩っていた。また、丘の上から見る房総の眺望がすばらしかった。熊野の清水公園でも紫陽花が沢山咲いていて、この時期、紅花と共に、花めぐりのコースとして定着して行くのではないかと思った。

異国より 送られし象 紅の花

新品種 カメラに納め 濃紫陽花

紫陽花や 晴れごひをする農夫かな

山道を 日傘を差して ゆく女

長南俊春（菅丞相の梅より）


